
  
 

 
 

 
 

 

昨
年
の
台
風
19
号
。

利
根
川
決
壊
の
恐
れ

が
あ
り
ま
し
た
。 

久
喜
市
は
水
没
す
る

エ
リ
ア
が
多
く
、
栗
橋
は
家
屋
が
崩
壊
す

る
地
域
で
す
。
決
壊
時
に
は
水
が
来
な
い

エ
リ
ア
に
「
広
域
避
難
」
す
べ
き
で
す
。

し
か
し
、
避
難
で
き
る
場
所
が
な
い
方
も

い
ま
す
。
久
喜
市
が
広
域
避
難
所
を
作
る

べ
き
で
す
。
市
は
、
標
高
が
高
い
古
河
市
、

結
城
市
と
災
害
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
久

喜
市
の
「
指
定
避
難
所
」
設
置
に
向
け
協

議
す
べ
き
と
議
会
で
求
め
ま
し
た
。 

「
広
域
避
難
決
断
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
す
る

中
で
検
討
す
る
と
の
答
弁
で
す
。 

訓
練
も
バ
ス
を
出
し
て
実
施
す
る
予

定
で
す
。 

 
 

石
田 

と
し
は
る 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

国
保
税
に
は
、
協 

会
健
保
に
な
い
「
均
等 

割
」
３
９
０
０
０
円 

が
、
40
歳
以
上
は
更
に

１
１
０
０
０
円
が
世
帯
人
数
に
応
じ
て

課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
協
会
健
保
と
比
較

す
る
と
、
事
例
に
よ
っ
て
は
２
倍
近
い
税

額
に
な
り
ま
す
。
全
国
知
事
会
も
、
国
に

１
兆
円
の
公
費
投
入
を
求
め
て
い
ま
す
。 

更
に
、
２
月
議
会
の
国
保
予
算
で
は
、

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
を
し
ま
し
た
。

対
象
は
、
裕
福
な
大
金
持
ち
世
帯
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
「
や
っ
ぱ
り
高
い
久
喜
市
の

国
保
税
」
は
引
き
下
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。 

 
 
 
 
 

杉
野 

お
さ
む 

 

梅
田
市
政
が
３
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
感
じ
で
し

ょ
う
か
。
当
時
「
長
す
ぎ
た
田
中
市
政
」
か
ら

若
き
梅
田
市
政
に
と
、
多
く
の
市
民
の
期
待
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
「
学
校
給
食
の

自
校
方
式
化
」「
高
す
ぎ
る
公
共
料
金
の
引
き
下

げ
」「
福
祉
と
暮
ら
し
の
応
援
」
を
求
め
て
来
ま

し
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
だ
け
の
財
源
も
あ
り

ま
し
た
。 

 
 

２
年
間
の
市
政
が
進
め
た
こ
と
は 

第
一
に
「
巨
大
給
食
セ
ン
タ
ー
を
推
進
」
し

た
こ
と
で
す
。
自
校
調
理
方
式
へ
の
道
を
自
ら

閉
ざ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

第
二
に
「
子
育
て
・
福
祉
・
暮
ら
し
」
の

分
野
で
は
、
市
独
自
の
裁
量
を
発
揮
せ
ず
に
国
、

県
の
言
い
な
り
で
終
始
し
た
こ
と
で
す
。
市
民
の

負
担
軽
減
策
も
極
め
て
不
十
分
で
す
。 

（
給
食
費
の
第
３
子
の
無
料
化
や
、
高
齢
者
層

に
タ
ク
シ
ー
代
半
額
負
担
の
ふ
れ
あ
い
タ
ク

シ
ー
な
ど
一
部
は
評
価
で
き
る
） 

第
三
に
、
開
発
行
政
の
推
進
で
す
。 

（
久
喜
駅
の
東
口
西
口
周
辺
、
圏
央
道
に
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
構
想
な
ど
） 

私
た
ち
は
①
市
民
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
真
に

必
要
な
開
発
で
あ
る
こ
と
。
②
市
民
の
居
住
権
や

環
境
権
を
脅
か
さ
な
い
こ
と
。
③
周
辺
住
民
・
市

民
の
合
意
と
納
得
を
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
な

ど
の
点
か
ら
注
視
が
必
要
と
考
え
ま
す
。 

   

 

【
問
】
５
年
後
の
２
０ 

２
５
年
に
は
認
知
症
の 

高
齢
者
は
全
国
で
７
０ 

０
万
人
に
達
す
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。
買
い
物
中
に
商
品
を
壊

し
た
。
自
転
車
で
通
行
人
に
け
が
を
さ
せ

た
等
の
事
故
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
今
、
事
故
救
済
制
度
を
設
け
る
自
治

体
が
増
え
て
お
り
、
久
喜
市
も
家
族
の
不

安
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
に
制
度
を

設
け
る
べ
き
だ
。 

【
答
】
現
在
久
喜
市
で
は
７
０
４
５
人
が

認
知
症
と
推
定
さ
れ
る
。
本
市
に
と
っ
て

必
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
導
入
に
向
け
た
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。 

 
 
 
 
 
 

へ
い
ま 

益
美 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  
 
 
 
 
 
 

後
期
高
齢
者
医
療 

保
険
料
は
、
２
年
に 

一
度
の
改
正
で
、
今 

回
は
、
所
得
割
が 

０
・
１
％
上
が
り
７
・
９
６
％
に
、
賦

課
限
度
額
も
２
万
円
の
引
き
上
げ
で 

64
万
円
に
。
さ
ら
に
、
特
例
軽
減
の
段

階
的
な
廃
止
に
よ
っ
て
、
年
金
収
入
が

80
万
円
の
単
身
世
帯
は
４
１
６
０
円

も
負
担
増
で
す
。 

久
喜
市
の
平
均
保
険
料
は
、
平
成
30

年
度
実
績
か
ら
２
２
５
３
円
の
負
担
増

で
す
。
高
齢
者
の
健
康
と
命
を
脅
か
す

も
の
で
あ
る
と
し
て
反
対
を
し
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 

渡
辺 

ま
さ
よ 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

２０２０年４，５月号             新  久  喜                №３４  

年度 
一般会計繰

入額 
繰出額 基金残高 繰越額 

     

2013 516,047  0  729,784  1,313,236  

2014 565,525  463,467  919,527  1,462,729  

2015 264,817        

合計 2,126,389  463,467  919,527  1,462,729  

 

「日本共産党久喜市議団ブログ」開設中 検索  暮らしに役立ち読み応え抜群 しんぶん赤旗をお読み下さい  

 

  

梅田市長の予算にノー！ 

  修正予算を提出しました 
（一般会計分。他に水道料金、国保税引き下げ案も提出） 

２月議会に梅田市長の第３弾目の予算が提案さ

れました。一部には市民要望に応えたものもあり

ますが、市民本位の市政とは言えない内容である

と言わざるを得ませんでした。日本共産党久喜市

議団として予算の修正を求めた事業は、９項目で、

主な５項目は次の内容です。 

 

◆マイナンバー関連・マイキーＩＤ関連事業は

停止する。市民のプライバシー漏えいが危険

です。 

◆介護保険では、国が法定の交付金を出してい

ません。市で補てんし、保険料を引き下げます。 

◆学校給食費の第２子分を半額にし、子どもの

多い世帯を支援します。 

◆子どもの医療費無料化の対象年齢を１８歳・

高校卒業にまで広げて子育て支援をします。 

◆台風１９号では、防災無線が聞こえませんで

した。各家庭に防災ラジオ設置に向けて調査

をします。 

他会派の反対により、修正案は可決できませんで

したが、今後もみなさんとねばり強くがんばります。 

 

 

 

タクシーの台数は

各社２台を予定し

ています。通常タク

シーを利用するの

と同様に、利用する

ことができます。 

梅
田
市
政 

の
２
年
間 

基
本
は
田
中
市
政
と
変
わ
ら
ず 

開
発
よ
り
暮
ら
し
優
先
に
転
換
を 


